
播
磨
良
紀
先
生
略
歴

経

歴

一
九
七
六
年

三
月

大
阪
府
立
阪
南
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
七
年

四
月

関
西
大
学
文
学
部
史
学
科
入
学

一
九
八
一
年

三
月

関
西
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業

一
九
八
一
年

四
月

関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
入
学

一
九
八
五
年

三
月

関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了

(

文
学
修
士)

一
九
八
五
年

四
月

関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
入
学

一
九
八
八
年

三
月

関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学

一
九
八
八
年

四
月

暁
学
園
短
期
大
学
専
任
講
師

(
一
九
九
一
年
三
月
ま
で)

一
九
九
一
年

四
月

暁
学
園
短
期
大
学
助
教
授

(

一
九
九
四
年
四
月
四
日
市
大
学
短
期
大
学
部
に
名
称
変
更)

一
九
九
七
年

四
月

四
日
市
大
学
環
境
情
報
学
部
助
教
授

(

二
〇
〇
二
年
三
月
ま
で)

二
〇
〇
二
年

四
月

四
日
市
大
学
環
境
情
報
学
部
教
授

(

二
〇
一
三
年
三
月
ま
で)

二
〇
〇
六
年

四
月

四
日
市
大
学
環
境
情
報
学
部
学
科
長

(

二
〇
〇
九
年
三
月
ま
で)

二
〇
〇
九
年

四
月

四
日
市
大
学
環
境
情
報
学
部
学
部
長

(

二
〇
一
三
年
三
月
ま
で)

二
〇
一
三
年

四
月

中
京
大
学
文
学
部
教
授

(

二
〇
二
三
年
三
月
ま
で)
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(
非
常
勤
講
師
な
ど)

一
九
八
一
年

四
月

和
歌
山
市
史
編
纂
室
非
常
勤
嘱
託

(

一
九
八
八
年
三
月
ま
で)

一
九
八
五
年

四
月

大
阪
市
史
編
纂
所
非
常
勤
嘱
託

(

一
九
八
八
年
三
月
ま
で)

一
九
八
八
年

四
月

関
西
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

(

一
九
九
一
年
三
月
ま
で)

一
九
九
一
年

四
月

関
西
大
学
Ⅱ
部
文
学
部
非
常
勤
講
師

(

一
九
九
五
年
三
月
ま
で)

一
九
九
三
年

四
月

三
重
大
学
人
文
学
部
非
常
勤
講
師

(

一
九
九
五
年
三
月
ま
で)

一
九
九
八
年

四
月

三
重
大
学
人
文
学
部
非
常
勤
講
師

(

一
九
九
九
年
三
月
ま
で)

二
〇
〇
二
年

四
月

愛
知
学
院
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
非
常
勤
講
師

(

二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で)

二
〇
〇
五
年

九
月

高
知
大
学
人
文
学
部
非
常
勤
講
師

(

集
中
講
義)

二
〇
〇
八
年
一
一
月

放
送
大
学
連
携
公
開
面
接
授
業
講
師

二
〇
〇
九
年

八
月

愛
知
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

(

集
中
講
義)

二
〇
一
三
年

四
月

愛
知
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

(

二
〇
一
八
年
三
月
ま
で)

二
〇
一
七
年

四
月

中
京
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
学
科
長

(

二
〇
二
二
年
三
月
ま
で)

二
〇
一
八
年
一
二
月

岐
阜
県
大
河
ド
ラ
マ

｢

麒
麟
が
く
る｣
推
進
協
議
会
委
員
長

(

二
〇
一
九
年
一
二
月
ま
で)

主
要
著
作

編
著
書

『

四
日
市
学
講
座
②

四
日
市
公
害
を
語
る
―
野
田
之
一
氏
と
澤
井
余
志
郎
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
―』

(

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト)

二
〇
〇
八
年

三
月

『

四
日
市
学
講
座
③

戦
国
時
代
の
北
伊
勢』

(

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト)

二
〇
〇
八
年

三
月

2



共
著

『
史
学
雑
誌
一
〇
六
編
五
号

一
九
九
六
年
の
歴
史
学
会
―
回
顧
と
展
望
―』

(

日
本
史
中
世
戦
国
を
執
筆)

山
川
出
版
社

一
九
九
七
年

五
月

『

街
道
の
日
本
史
�

南
紀
と
熊
野
古
道』

(｢

山
城
と
戦
国
の
豪
族｣

を
執
筆)

吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
三
年
一
〇
月

『

街
道
の
日
本
史
�

和
歌
山
・
高
野
山
と
紀
ノ
川』

(｢

雑
賀
惣
国｣

を
執
筆)

吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
三
年
一
二
月

『

秀
吉
を
支
え
た
武
将

田
中
吉
政
―
近
畿
・
東
海
と
九
州
を
つ
な
ぐ
戦
国
史
―』

(｢

尾
張
と
田
中
吉
政｣

を
執
筆)

サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版

二
〇
〇
五
年

九
月

『

公
害
・
環
境
問
題
史
を
学
ぶ
人
の
た
め
に』

(｢

四
日
市
公
害｣

を
執
筆)

世
界
思
想
社

二
〇
〇
八
年
一
〇
月

『

日
記
で
読
む
日
本
中
世
史』

(｢『
駒
井
日
記』

(

駒
井
重
勝)

―
豊
臣
秀
次
側
近
が
記
し
た
太
閤
‐
関
白
関
係
―｣

を
執
筆)

ミ
ネ
ル
バ
書
房

二
〇
一
一
年
一
一
月

『

豊
臣
秀
吉
文
書
集』

第
一
巻

吉
川
弘
文
館

二
〇
一
五
年

二
月

『

史
学
雑
誌
一
二
四
編
五
号

二
〇
一
四
年
の
歴
史
学
会
―
回
顧
と
展
望
―』

(

日
本
史
中
世
戦
国
を
執
筆)

山
川
出
版
社

二
〇
一
五
年

五
月

『

豊
臣
秀
吉
文
書
集』

第
二
巻

吉
川
弘
文
館

二
〇
一
六
年

二
月

『

豊
臣
秀
吉
文
書
集』

第
三
巻

吉
川
弘
文
館

二
〇
一
七
年

二
月

『

豊
臣
秀
吉
文
書
集』

第
四
巻

吉
川
弘
文
館

二
〇
一
八
年

二
月

『

豊
臣
秀
吉
文
書
集』

第
五
巻

吉
川
弘
文
館

二
〇
一
九
年

二
月

『

豊
臣
秀
吉
文
書
集』

第
六
巻

吉
川
弘
文
館

二
〇
二
〇
年

二
月

『

豊
臣
秀
吉
文
書
集』

第
七
巻

吉
川
弘
文
館

二
〇
二
一
年

二
月

『

豊
臣
秀
吉
文
書
集』

第
八
巻

吉
川
弘
文
館

二
〇
二
三
年

二
月
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学
術
論
文

｢
紀
州
に
お
け
る
宗
門
改
め
制
度
の
成
立
に
つ
い
て｣

『

和
歌
山
地
方
史
研
究』

第
六
号

一
九
八
三
年

三
月

｢

秀
長
執
政
期
の
紀
州
支
配
に
つ
い
て｣

『

安
藤
精
一
先
生
退
官
記
念
論
集

和
歌
山
地
方
史
の
研
究』

宇
治
書
店

一
九
八
七
年

六
月

｢

楽
座
と
城
下
町｣

『

ヒ
ス
ト
リ
ア』

第
一
一
三
号

(

一
九
八
六
年
度
大
阪
歴
史
学
会
中
世
史
部
会
大
会
報
告
号)

一
九
八
八
年
一
二
月

｢

太
田
城
水
攻
め
と
原
刀
狩
令｣

『

津
田
秀
夫
先
生
古
稀
記
念

封
建
社
会
と
近
代』

津
田
秀
夫
先
生
古
稀
記
念
会

一
九
八
九
年

三
月

｢

豊
臣
政
権
と
伊
勢
国
―
所
領
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―｣

『

四
日
市
市
史
研
究』

第
七
号

一
九
九
四
年

四
月

｢

織
豊
期
一
日
三
食
制
成
立
に
つ
い
て
の
研
究
史
的
考
察｣
『

四
日
市
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要』

第
三
〇
号

一
九
九
七
年

三
月

｢

豊
臣
政
権
と
豊
臣
秀
長｣

三
鬼
清
一
郎
編

『

織
豊
期
の
政
治
構
造』

吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
〇
年

六
月

｢

堀
内
氏
と
那
智｣

『

和
歌
山
地
方
史
研
究』

第
四
一
号

二
〇
〇
一
年

八
月

｢

豊
臣
期
の
一
柳
文
書
に
つ
い
て｣

『

織
豊
期
研
究』

第
三
号

二
〇
〇
一
年
一
一
月

｢

織
豊
期
の
生
活
文
化｣

池
享
編

『

日
本
の
時
代
史
一
三

天
下
統
一
と
朝
鮮
侵
略』

吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
三
年

六
月

｢

雑
賀
惣
国
と
織
豊
政
権
の
戦
い
―
雑
賀
惣
国
の
結
集
を
中
心
に
―｣

『

和
歌
山
地
方
史
研
究』

第
四
六
号

二
〇
〇
三
年

六
月

｢

徳
川
家
康
の
花
押
に
つ
い
て｣

矢
田
俊
文
編

『

戦
国
期
の
権
力
と
文
書』

高
志
書
院

二
〇
〇
四
年

二
月

｢

松
平
元
康
の
花
押
に
つ
い
て｣

『

愛
知
県
史
研
究』

第
八
号

二
〇
〇
四
年

三
月

｢P
lant

Species
and
Soils

U
tilized

as
F
am
ine
F
oods

in
Japan.｣

(

大
倉
克
己
と
共
著)

P
roceedings

of
the
International

C
onference

on
A
gricultural

H
eritage

of
A
sia
(ed.Y

.L
.N
ene,)

二
〇
〇
五
年

｢

秀
吉
文
書
と
戦
争
―
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
を
中
心
に
―｣

藤
田
達
生
編

『
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
構
造
―
戦
争
論
上
―』

岩
田
書
店

二
〇
〇
六
年

五
月

｢

戦
国
・
織
豊
期
の
四
日
市
場
の
構
造｣

『M
ie
history』

第
一
七
号

二
〇
〇
六
年

八
月
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｢
織
田
信
長
の
長
島
一
向
一
揆
攻
め
と

『

根
切』｣

新
行
紀
一
編

『

戦
国
期
の
真
宗
と
一
向
一
揆』

吉
川
弘
文
館

二
〇
一
〇
年
一
〇
月

｢
戦
国
期
伊
勢
・
尾
張
国
境
地
域
の
歴
史
的
展
開｣

『

年
報
中
世
史
研
究』

第
三
八
号

二
〇
一
三
年

五
月

｢｢

秀
次
事
件｣

と
妻
妾
の
辞
世
の
和
歌｣

『

中
京
大
学
国
文
学』

第
三
三
号

二
〇
一
四
年

三
月

｢

羽
柴
秀
吉
文
書
の
年
次
比
定｣

『

織
豊
期
研
究』

第
一
六
号

二
〇
一
四
年
一
〇
月

｢

秀
吉
と
家
康

豊
臣
政
権
の
中
核
で
、
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
た
家
康｣

平
野
明
夫
編

『

家
康
研
究
の
最
前
線』

洋
泉
社
新
書二

〇
一
六
年
一
一
月

｢

今
川
義
元
の
西
上
と
〈
大
敗
〉｣
黒
嶋
敏
編

『

戦
国
合
戦
〈
大
敗
〉
の
歴
史
学』

山
川
出
版

二
〇
一
九
年

五
月

｢

織
田
信
長
印
判
状
論｣

矢
田
俊
文
編

『

戦
国
期
文
書
論』

高
志
書
院

二
〇
一
九
年
一
一
月

自
治
体
史

(

共
著)

『

和
歌
山
市
史

第
二
巻

通
史
編
近
世』

和
歌
山
市

一
九
八
九
年

三
月

『

和
歌
山
県
史

人
物』

和
歌
山
県

一
九
八
九
年

四
月

『

四
日
市
市
史

第
八
巻

史
料
編
近
世
Ⅰ』

四
日
市
市

一
九
九
一
年

三
月

『

四
日
市
市
史

第
九
巻

史
料
編
近
世
Ⅱ』

四
日
市
市

一
九
九
三
年

三
月

『

鵜
殿
村
史

通
史
編』

三
重
県
南
牟
婁
郡
鵜
殿
村

一
九
九
四
年
一
〇
月

『

四
日
市
市
史

第
一
〇
巻

史
料
編
近
世
Ⅲ』

四
日
市
市

一
九
九
五
年

三
月

『

四
日
市
市
史

第
一
七
巻

通
史
編
近
世』

四
日
市
市

一
九
九
九
年

三
月

『

四
日
市
市
史

第
二
〇
巻

年
表
・
索
引
編』

四
日
市
市

二
〇
〇
二
年

一
月

『

多
度
町
史

資
料
編
二

近
世』

三
重
県
桑
名
郡
多
度
町

二
〇
〇
四
年

三
月
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『
愛
知
県
史

資
料
編
一
一

織
豊
一』

愛
知
県

二
〇
〇
三
年

三
月

『
愛
知
県
史

資
料
編
一
二

織
豊
二』

愛
知
県

二
〇
〇
七
年

三
月

『

熊
野
川
町
史

通
史
編』

和
歌
山
県
新
宮
市

二
〇
〇
八
年

三
月

『

古
座
町
史
料

捕
鯨
編』

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
串
本
町

二
〇
〇
八
年

三
月

『

愛
知
県
史

資
料
編
一
三

織
豊
三』

愛
知
県

二
〇
一
〇
年

三
月

『

三
重
県
史

資
料
叢
書
五

藤
堂
高
虎
関
係
資
料
集

補
遺』

三
重
県

二
〇
一
一
年

三
月

『

亀
山
市
史

通
史
編

古
代
・
中
世』

三
重
県
亀
山
市

(

Ｄ
Ｖ
Ｄ)

二
〇
一
二
年

三
月

『

愛
知
県
史

資
料
編
一
四

中
世
・
織
豊』

愛
知
県

二
〇
一
四
年

三
月

『

三
重
県
史

資
料
編

中
世
三

(

上)』
三
重
県

二
〇
一
七
年

三
月

『

三
重
県
史

通
史
編

近
世
一』

三
重
県

二
〇
一
七
年

三
月

『

新
修
豊
田
市
史

資
料
編

古
代
・
中
世』
豊
田
市

二
〇
一
七
年

三
月

『

三
重
県
史

資
料
編

中
世
三

(

中)
(

下)』

三
重
県

二
〇
一
八
年

三
月

『

愛
知
県
史

通
史
編
三

中
世
２
・
織
豊』

愛
知
県

(
執
筆
・
監
修)

二
〇
一
八
年

三
月

『

新
修
豊
田
市
史
二

通
史
編

古
代
・
中
世』

豊
田
市

二
〇
二
〇
年

三
月

『

新
修
豊
田
市
史

総
集
編』

豊
田
市

二
〇
二
三
年
三
月
刊
行
予
定

研
究
ノ
ー
ト
・
史
料
紹
介
・
書
評

｢

書
評

『

貴
志
川
町
史』

第
三
巻｣

『

和
歌
山
地
方
史
研
究』

第
四
号

一
九
八
二
年

七
月

｢

紀
州
に
お
け
る
豊
臣
秀
吉
の
寺
院
焼
打
ち
に
つ
い
て｣

『

和
歌
山
市
史
研
究』

第
一
一
号

一
九
八
三
年

三
月

6



｢
桑
山
重
晴
に
つ
い
て｣

『

和
歌
山
市
史
研
究』

第
一
二
号

一
九
八
四
年

三
月

｢『
日
前
宮
神
領
・
雑
賀
荘
堺
芝
三
問
・
三
答
写』

再
録｣

『

和
歌
山
市
史
研
究』

第
一
三
号

一
九
八
五
年

三
月

｢

豊
臣
期
紀
州
に
関
す
る
二
つ
の
史
料｣

『

和
歌
山
地
方
史
研
究』

第
九
号

一
九
八
五
年
一
二
月

｢

一
庵
法
印
な
る
人
物
に
つ
い
て｣

『

和
歌
山
市
史
研
究』

第
一
四
号

一
九
八
六
年

三
月

｢

再
び
桑
山
重
晴
に
つ
い
て｣

『

和
歌
山
市
史
研
究』

第
一
五
号

一
九
八
七
年

三
月

｢『

豊
臣
秀
吉
福
田
牛
助
宛
知
行
方
目
録』

に
つ
い
て｣

『

和
歌
山
市
史
研
究』

第
一
六
号

一
九
八
八
年

三
月

｢

書
評

下
村
信
博
著

『

戦
国
・
織
豊
期
の
徳
政』｣

『

日
本
歴
史』

第
六
一
〇
号

一
九
九
九
年

三
月

｢

四
日
市
市
域
寺
院
所
蔵
の
中
・
近
世
史
料｣

『

四
日
市
市
史
研
究』

第
一
三
号

二
〇
〇
〇
年

三
月

｢

豊
臣
秀
次
の
尾
張
支
配
に
関
す
る
一
史
料｣

『

織
豊
期
研
究』

第
二
号

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月

｢

三
重
郡
菰
野
町
の
太
閤
検
地
帳｣

『

三
重
県
史
研
究』

第
一
六
号

二
〇
〇
一
年

三
月

｢

中
世
紀
伊
国
の
土
地
関
係
史
料

(

一)｣
『

四
日
市
大
学
環
境
情
報
学
部
論
集』

第
八
巻
一
号

二
〇
〇
四
年
一
〇
月

｢

中
世
紀
伊
国
の
土
地
関
係
史
料

(

二)｣
『

四
日
市
大
学
環
境
情
報
学
部
論
集』

第
八
巻
二
号

二
〇
〇
五
年

三
月

｢

史
料
紹
介

三
河
国
賀
茂
郡
桑
原
村
の
太
閤
検
地
帳
と
中
村
名
寄
引
高
帳｣

『

豊
田
市
史
研
究』

第
二
号

二
〇
一
一
年

三
月

｢

史
料
紹
介

関
白
殿
物
語

上｣
『

愛
知
県
史
研
究』

第
一
六
号

二
〇
一
二
年

三
月

｢

史
料
紹
介

関
白
殿
物
語

下｣
『

愛
知
県
史
研
究』

第
一
七
号

二
〇
一
三
年

三
月

｢

史
料
紹
介

伊
藤
宗
十
郎
家
文
書｣

『

年
報
中
世
史
研
究』

第
四
一
号

二
〇
一
六
年

五
月

｢

書
評

『

地
方
史
研
究
の
最
前
線
―
紀
州
・
和
歌
山
―』｣

『

歴
史
科
学』

第
二
五
二
号

二
〇
二
三
年

二
月
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講
演
録

｢
四
日
市
と
徳
川
家
康
―
豊
臣
政
権
期
の
四
日
市
の
姿
を
探
る
―｣

『

四
日
市
市
史
研
究』

第
一
四
号

二
〇
〇
一
年

三
月

｢

長
島
一
向
一
揆
と
尾
張｣

『

愛
知
県
史
研
究』

第
九
号

二
〇
〇
五
年

三
月

｢

花
押
か
ら
み
た
徳
川
家
康｣

『

美
術
博
物
館
家
康
公
四
百
年
祭
講
演
録

三
河
時
代
の
家
康
を
考
え
る』

岡
崎
市
美
術
博
物
館

二
〇
一
七
年

三
月

｢

戦
国
・
織
豊
期
の
尾
張
・
三
河｣

『

愛
知
県
史
研
究』

第
二
二
号

二
〇
一
八
年

三
月

｢

東
海
道
文
化
と
現
代
―
四
日
市
宿
と
湊
―｣

『

伝
統
文
化
と
近
代
―
富
田
の
地
域
共
同
体
活
性
化
を
め
ざ
し
て
―』

賑
わ
い
の
あ
る
文
化
の
香
る
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

二
〇
一
九
年

三
月

そ
の
他

(

辞
書
・
コ
ラ
ム
な
ど)

『

日
本
歴
史
地
名
大
系

第
三
一
巻

和
歌
山
県
の
地
名』

(

寺
社
名
執
筆)

平
凡
社

一
九
八
三
年

二
月

『

角
川
日
本
地
名
大
辞
典

�

大
阪
府』

(

城
郭
地
名
執
筆)

角
川
書
店

一
九
八
三
年
一
〇
月

『

角
川
日
本
地
名
大
辞
典

�

和
歌
山
県』

(

和
歌
山
市
域
地
名
執
筆)

角
川
書
店

一
九
八
五
年

七
月

読
書
会
編

｢｢

駒
井
日
記｣

索
引
―
人
名
篇
―｣

共
著

『

史
泉』
第
六
三
号

一
九
八
六
年

三
月

読
書
会
編

｢｢

駒
井
日
記｣

索
引
―
地
名
篇
―｣

共
著

『

史
泉』

第
六
四
号

一
九
八
六
年

三
月

｢

和
歌
山
築
城
三
百
五
十
年
祭｣

『

和
歌
山
地
方
史
研
究』

第
一
〇
・
一
一
号

一
九
八
六
年

七
月

｢

私
と
卒
業
論
文｣

『

キ
ャ
ン
パ
ス
ニ
ュ
ー
ス』

第
二
号

(

暁
学
園
短
期
大
学)

一
九
九
〇
年

三
月

『

日
本
全
史

(

ジ
ャ
パ
ン
ク
ロ
ニ
ッ
ク)』

(｢

都
道
府
県
の
歴
史｣

近
畿
担
当)

講
談
社

一
九
九
一
年

三
月

『

国
史
大
辞
典』

第
一
二
巻

共
著

吉
川
弘
文
館

(

紀
州
寺
院
な
ど
執
筆)

一
九
九
一
年

六
月
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『
国
史
大
辞
典』

第
一
四
巻

共
著

吉
川
弘
文
館

(

紀
州
関
係
項
目
な
ど
執
筆)

一
九
九
三
年

四
月

『
ク
ロ
ニ
ッ
ク
戦
国
時
代』

(｢

三
重
県｣

部
分
担
当)

講
談
社

一
九
九
五
年
一
二
月

｢

郷
土
の
歴
史

本
陣
の
食
事

(

一)｣
『

広
報
よ
っ
か
い
ち』

一
〇
〇
〇
号

一
九
九
七
年

六
月

｢

郷
土
の
歴
史

本
陣
の
食
事

(

二)｣
『

広
報
よ
っ
か
い
ち』

一
〇
〇
一
号

一
九
九
七
年

六
月

｢

織
田
・
豊
臣
政
権
と
尾
張
―
討
論
に
む
け
て
―｣

『

織
豊
期
研
究』

創
刊
号

一
九
九
九
年
一
一
月

｢

町
史
編
纂
コ
ラ
ム

多
度
歴
史
手
帳
第
五
回

信
長
自
ら
語
る
長
島
一
向
一
揆
の
終
焉｣

『

広
報
た
ど』

第
四
二
六
号

二
〇
〇
一
年

八
月

｢

聞
き
書
レ
ク
チ
ャ
ー
こ
の
時
代

刀
狩
の
真
の
ね
ら
い
と

『

秀
吉
の
平
和』｣

『

再
現
日
本
史

織
豊
⑦』

共
著

講
談
社

二
〇
〇
一
年
一
〇
月

｢

コ
ラ
ム

粉
河
荘
東
村
の

『

と
う
ふ
屋』

さ
ん｣

『

き
の
く
に
荘
園
の
世
界』

下
巻

清
文
堂

二
〇
〇
二
年

二
月

｢

中
世
史
を
問
い
直
す

討
論
記
録｣
司
会

『

年
報
中
世
史
研
究』

第
二
八
号

二
〇
〇
三
年

五
月

｢

町
史
編
纂
コ
ラ
ム

多
度
歴
史
手
帳
第
三
五
回

法
泉
寺
の
寺
領
獲
得｣

『

広
報
た
ど』

第
五
二
六
号

二
〇
〇
四
年

二
月

『

歴
史
考
古
学
大
辞
典』

(

中
世
史
跡
・
文
献
な
ど
執
筆)

吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
七
年

三
月

｢『

教
研』

か
ら
Ｆ
Ｄ
教
育
へ
―
自
分
と
周
辺
の
教
育
実
践
―｣

『

愛
知
大
学
文
学
部
Ｆ
Ｄ
通
信
二
〇
〇
六』

二
〇
〇
七
年

三
月

｢

全
体
討
論

｢

都
市
を
つ
な
ぐ｣｣

司
会

『

中
世
都
市
研
究

十
三

都
市
を
つ
な
ぐ』

新
人
物
往
来
社

二
〇
〇
七
年

九
月

｢

レ
ポ
ー
ト
は
ど
う
す
れ
ば
う
ま
く
書
け
る
か｣

『

叢
淵』

第
二
二
号

二
〇
〇
八
年

三
月

｢｢

そ
の
時｣

｢

歴
史｣

は
動
い
た
？｣

『

四
日
市
大
学
学
報』

第
五
四
号

二
〇
〇
九
年

七
月

｢

豊
田
市
域
の
太
閤
検
地
帳
に
つ
い
て｣

『

新
修
豊
田
市
史
だ
よ
り』

第
五
号

二
〇
一
〇
年

一
月

｢

懐
刀
乱
麻

豊
臣
秀
長｣

『

Ｍ
Ⅰ
Ｔ
―
価
値
創
造
の
た
め
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
マ
ガ
ジ
ン
―』

第
三
六
七
号

二
〇
一
〇
年

五
月

｢

百
舌
鳥
陵
山
古
墳
外
溝
柵
改
修
工
事
に
と
も
な
う
立
ち
合
い
見
学
会
参
加
記｣

『
地
方
史
研
究』

第
三
五
七
号

二
〇
一
二
年

六
月

｢

小
堀
正
次
と
豊
臣
秀
長
―
遠
州
登
場
前
夜
―

第
一
回
浅
井
氏
と
小
堀
一
族｣

『

月
刊
遠
州』

五
六
九
号

二
〇
一
三
年
一
〇
月
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｢
小
堀
正
次
と
豊
臣
秀
長
―
遠
州
登
場
前
夜
―

第
二
回
正
次
、
秀
長
に
仕
え
る｣

『

月
刊
遠
州』

五
七
〇
号

二
〇
一
三
年
一
一
月

｢
小
堀
正
次
と
豊
臣
秀
長
―
遠
州
登
場
前
夜
―

第
三
回
小
堀
正
次
の
丹
波
・
播
磨
で
の
活
躍｣

『

月
刊
遠
州』

五
七
一
号

二
〇
一
三
年
一
二
月

｢

小
堀
正
次
と
豊
臣
秀
長
―
遠
州
登
場
前
夜
―

第
四
回
検
地
奉
行
小
堀
正
次｣
『

月
刊
遠
州』

五
七
二
号

二
〇
一
四
年

一
月

｢

小
堀
正
次
と
豊
臣
秀
長
―
遠
州
登
場
前
夜
―

第
五
回
秀
長
重
臣
と
し
て
活
躍｣

『

月
刊
遠
州』

五
七
三
号

二
〇
一
四
年

二
月

｢

小
堀
正
次
と
豊
臣
秀
長
―
遠
州
登
場
前
夜
―

最
終
回
小
堀
正
次
と
小
堀
遠
州｣

『

月
刊
遠
州』

五
七
四
号

二
〇
一
四
年

三
月

｢

秀
吉
文
書
を
並
べ
て
み
る
と
…
…｣

『

平
成
二
六
年
度
名
古
屋
市
博
物
館
特
別
展

三
英
傑
と
名
古
屋

図
録』

名
古
屋
市
博
物
館

二
〇
一
四
年
一
〇
月

｢

徳
川
家
康
の
花
押｣

『

平
成
二
六
年
度
名
古
屋
市
博
物
館
特
別
展

三
英
傑
と
名
古
屋

図
録』

名
古
屋
市
博
物
館

二
〇
一
四
年
一
〇
月

｢

口
絵
解
説

織
田
信
長
朱
印
状｣

『
愛
知
県
史
研
究』

第
一
九
号

二
〇
一
五
年

三
月

｢

私
は
薗
田
先
生
の
弟
子
で
す｣

『

悠
然
見
南
山

薗
田
香
融
先
生
追
悼
文
集』

薗
田
香
融
先
生
追
悼
文
集
刊
行
会

二
〇
一
七
年

八
月

『

歴
史
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ

織
田
信
長』

洋
泉
社

共
著

(
織
田
一
族
を
執
筆)

二
〇
一
八
年

五
月

｢

口
絵
解
説

伊
藤
宗
十
郎
家
文
書｣
『

日
本
歴
史』
第
八
四
一
号

二
〇
一
八
年

六
月

｢

専
門
部
会
・
部
会
長
か
ら
ひ
と
こ
と｣

『

愛
知
県
史
研
究』
第
二
四
号

二
〇
二
〇
年

三
月
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